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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

工作機械工業会（JMTBA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業

規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業

規格である。これによって，JIS B 6336-6:2000 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 6336 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS B 6336-1 第 1 部：水平主軸をもつ機械の幾何精度（水平 Z 軸） 

JIS B 6336-2 第 2 部：立て形及び万能主軸頭をもつ機械の静的精度（垂直 Z 軸） 

JIS B 6336-3 第 3 部：固定又は連続割出万能主軸頭をもつ機械の静的精度（垂直 Z 軸） 

JIS B 6336-4 第 4 部：直進及び回転運動軸の位置決め精度 

JIS B 6336-5 第 5 部：パレットの位置決め精度 

JIS B 6336-6 第 6 部：速度及び補間運動の精度 

JIS B 6336-7 第 7 部：工作精度 

JIS B 6336-8 第 8 部：直交 3 平面内での輪郭運動性能の評価 

JIS B 6336-9 第 9 部：工具交換及びパレット交換時間の評価 

JIS B 6336-10 第 10 部：熱変形試験 
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序文 

この規格は，2014 年に第 2 版として発行された ISO 10791-6 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

この規格は，マシニングセンタの試験条件について規定している。 

マシニングセンタは，フライス削り，中ぐり及びねじ立てを含む複数の機械加工ができ，かつ，加工プ

ログラムに従って工具マガジン又は同様の工具格納装置から自動で工具交換ができる数値制御工作機械で

ある。 

この規格の目的は，比較，受渡し，保守又は使用者若しくは製造業者が必要と判断するその他の目的の

ために行う試験に関してできるだけ幅広く，かつ，理解しやすい情報を提供することである。 

この規格は，JIS B 6190 の規格群の関係する部を引用してマシニングセンタの試験条件について規定し

ている。また，この規格は，普通精度の汎用マシニングセンタに対応する測定結果の許容値又は許容でき

る最大値についても規定している。 

さらに，この規格は，構造形態，構造要素及び運動がこの規格の規定と変わらなければ，他の数値制御

フライス中ぐり盤に全て又は一部を適用することができる。 

三つの直進軸と二つの回転軸とをもつ 5 軸マシニングセンタには，主軸頭側に二つの回転軸をもつ構造

形態（附属書 A 参照），テーブル側に二つの回転軸をもつ構造形態（附属書 B 参照）及び主軸頭側及び／

又はテーブル側にそれぞれ一つの回転軸をもつ構造形態（附属書 C 参照）がある。 

この規格の附属書は，5 軸マシニングセンタの運動試験について規定する。 

 

1 適用範囲 

この規格は，JIS B 6190-1 及び JIS B 6190-4 を引用して，マシニングセンタの運動試験，すなわち，主

軸速度，送り速度及び 2 軸以上の直進軸及び／又は回転軸の同時制御によって生成される補間運動経路の

精度試験について規定する。 

この規格は，直交 3 軸（X，Y 及び Z）及び追加の回転 1 軸又は 2 軸（A，B 又は C）をもつマシニング

センタに適用する。上記以外の運動は，特別な機能とみなし，それに関連する試験はこの規格には含まな

い。 

この規格は，速度及び補間運動精度の試験だけを扱い，一般に別途行うのが望ましい機械の運転試験，

例えば，振動試験，騒音試験については規定しない。 

構造形態，構造要素及び運動がこの規格に規定する試験と変わらなければ，受渡当事者間の協定に基づ


